はじめに (『モダニズムのナラティヴ』) by 時實, 早苗 & TOKIZANE, Sanae
1 
 
はじめに 
 
 
この報告書は、２００７～２００９年度にわたって実施された千葉大学大学院人文社会
科学研究科プロジェクト、「モダニズムのナラティヴ」の成果を報告するものである。 
この研究プロジェクトには、本学教員２名、学生２名（０７年度の学生は満期退学、か
わって０８年度入学の学生が参加）、その他の教員２名（本学修了生１名、外部研究者１名）
の計６名が参加している。本報告書には、３名の論考を収めている。 
 
本プロジェクトは、「モダニズム研究：国際比較の観点から」、「モダニズムと移動」と続
いてきたモダニズム関連のプロジェクトを継承する。「モダニズムのナラティヴ」とは、単
にモダニズム文学作品のナラティヴという意味ではなく、モダニズムの重要な本質のひと
つを、モダンからポストモダンにかけての芸術、とりわけて文学の世界規模での流動と展
開の構造と考え、その構造をナラティヴととらえるものである。そのナラティヴはまさに
現代のトランス・ナショナルな現象にまで及んでいるといえるだろう。この構造は作品ひ
とつひとつのレベルで、さまざまな異なる要素の衝突や融合のナラティヴとして実現され
ているばかりでなく、イデオロギーとして、いろいろな意味での境界の横断、異種混合と
いうナラティヴを生み出しているのである。 
 この報告書に収められた論文は三篇である。西村靖敬の論文「２０世紀アヴァンギャル
ド文学・芸術におけるプリミティヴィズム――ブレーズ・サンドラールを中心に」は、モ
ダニズム芸術に多大な影響を与えたアフリカを中心とする「原始」的想像力の展開をたど
るものである。栃井裕美の論文「作家ダヴィッド・アルバハリとエグザイル―周縁を生き
る―」は、ユーゴスラヴィアのユダヤ人作家のダヴィッド・アルバハリのエグザイル体験
を考察する。時實早苗の The American Colonization Society は、２０世紀の文学にも影を
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落としている、１９世紀におけるアフリカ系アメリカ人をアフリカに植民させる運動の諸
問題を概観する研究ノートである。 
 本プロジェクトはこの２年間定期的に読書会を開催し、主として文学理論的な問題、と
くにグローバリズムに関する書物を読み、議論してきた。また臨時の研究発表も行った。
今後もあらたな視点から、モダニズムの問題を検討する機会のあることを願っている。 
 
 
本研究プロジェクトの参加者は以下のとおりである。 
 
時實 早苗 （千葉大学大学院人文社会科学研究科教授・代表者） 
西村 靖敬 （千葉大学大学院人文社会科学研究科教授） 
福岡 眞知子（千葉大学非常勤講師） 
芳賀 理彦 （千葉大学非常勤講師、千葉大学大学院社会文化科学研究科修了） 
伊藤 孝一郎（千葉大学大学院社会文化科学研究科修了、２００７年まで） 
栃井 裕美 （千葉大学大学院人文社会科学研究科後期課程一年、２００８年より） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
